
テクスパン工法
「NETIS」登録番号NO.CB-980117-V

3ヒンジ構造アーチプレキャスト工法 美観に優れたアーチカルバート・ブリッジシステム

特長

特長

施工手順

1 3ヒンジ構造で、最大でも40㎝の部材厚で設計可能です。

2 1日10m程度のアーチ部材架設が可能なため、工期短縮することができます。

3 使用部材は厳しい品質管理のもとに製作されているので、安心して使用できます。

4 アーチ部材の架設終了後すぐに、テクスパン内空側の供用が可能で、交通遮断を最小限度に抑え
ることができます。

5 同一作業の繰り返しのため、架設は簡単です。

1 アーチと側壁が一体構造になっており、しかも部材厚は薄く経済的です。また耐久性・信頼性にも優
れており、供用期間中のメンテナンス費用の抑制にも貢献します。

2 施工は各部材（ウィングウォール、ヘッドウォールなど）がプレキャスト化されているため、クレーンを
使用した組み立て作業の繰り返しです。熟練工・特殊技術は必要ありません。

4 美しいアーチ形状だけでなく、ヘッドウォールに美観を考慮した表面装飾材の使用も可能で、その
建造美は広く認知されています。

3 全て工場生産なので、行き届いた品質管理を提供しています。

5 短期間での設置が可能なうえ埋め戻し作業は設置が終わり次第始められるので、道路閉鎖や迂回
を最小限にとどめることができます。

6 橋梁、宅地造成工事など、郊外での土木工事までと幅広い適用範囲を持つ工法です。

現場打ちで施工し、
特に基礎のキーウ
ェイは注意して打
設を行います。

基礎工事

仮置した部材を反
転させ、左右交互
に組み立て、架設
します。

アーチ部材
の組立

地震の影響を考慮
して坑口付近のア
ーチ部材をPC鋼
棒で連結します。

坑口部の
連結工

目地部に防水シー
トをはり、水の浸入
を防ぎます。

防水工事

盛土材料の1層の
仕上り厚さは最大
250㎜とし、盛土施
工中はアーチ両側
の盛土高低差が
500㎜を超えない
ようにします。

盛土工事
坑口工事 完成1 2 3 4 5 6

使用例：短スパン橋梁（連続形状可能） 使用例：カルバート

設計条件
活荷重
土の単位体積重量
水平土圧係数
最大内空幅
土かぶり
最大縦断勾配

T-25 
19kN/ ㎥ 
0.50 
20m程度 
1.0m～ 20m程度 
6%程度 

2 分割
設計条件
活荷重
土の単位体積重量
水平土圧係数
内空幅
土かぶり
最大縦断勾配

T-25 
19kN/ ㎥ 
0.50 
4m～ 12m程度 
0.6m～ 3.0m 
10%程度 

一体型

コンスパン工法
「NETIS」登録番号NO.CG-020004-A
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